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令
和
四
年
六
月
二
十
五
日
、

こ
の
日
よ
り
私
の
人
生
は
一
変

し
て
し
ま
っ
た
。

約
二
年
半
続
い
た
「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
よ

る
三
密
を
避
け
る
た
め
に
今

回
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
書
面

決
議
に
よ
る
定
時
総
会
。
そ

し
て
こ
の
日
、
三
年
振
り
に

リ
ア
ル
に
対
面
に
て
行
わ
れ

た
定
時
総
会
後
の
理
事
会
に

於
い
て
、
不
肖
私
が
第
二
十

代
会
長
に
選
任
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
一
週
間
も
経
た

な
い
う
ち
に
東
北
地
区
大
会

で
岩
手
県
の
盛
岡
市
へ
。
本

来
な
ら
前
日
に
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
も
「
コ
ロ
ナ
」

の
影
響
で
中
止
に
な
る
。
し

か
し
、
東
北
各
地
か
ら
来
ら

れ
て
い
る
各
県
連
毎
に
懇
親

会
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

情
報
を
入
手
し
て
い
た
岩

手
県
高
Ｐ
連
の
大
柏
会
長

が
「
一
緒
に
各
県
連
を
回
り

ま
し
ょ
う
」
と
誘
っ
て
く
だ

さ
り
、
一
晩
の
間
に
か
な
り

の
方
々
と
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
た
。
そ
し
て
翌
日

の
東
北
地
区
大
会
の
開
会
式

に
は
、
前
夜
の
懇
親
の
甲
斐

も
あ
り
、
か
な
り
フ
レ
ン
ド

リ
ー
に
東
北
地
区
の
方
々
に

受
け
入
れ
て
頂
け
た
。

そ
の
後
は
、
大
阪
市
で
行

わ
れ
た
近
畿
地
区
大
会
に
も

参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

六
年
前
に
単
Ｐ
の
会
長
と
し

て
同
じ「
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
」

の
会
場
の
客
席
か
ら
参
加
を

し
て
い
た
の
が
、
今
回
は
全

国
の
会
長
と
し
て
壇
上
か
ら

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
奇
妙
な
感
動
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た

私
の
所
属
す
る
同
じ
近
畿
と

い
う
こ
と
で
、
多
く
の
旧
友

に
も
お
会
い
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

更
に
、
そ
の
一
週
間
後
に

は
中
国
四
国
地
区
大
会
で
愛

媛
県
の
松
山
市
へ
。
瀬
戸
内

海
を
渡
っ
て
の
久
し
振
り
の

四
国
で
あ
り
、
初
め
て
の
松

山
市
と
い
う
こ
と
で
荘
厳
な

松
山
城
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

同
じ
く
七
月
に
は
、
八
月

下
旬
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会

石
川
大
会
へ
の
来
賓
依
頼
と

い
う
こ
と
で
金
沢
市
へ
。
粟

田
実
行
委
員
長
や
中
村
石
川

県
連
会
長
そ
し
て
下
根
事
務

局
長
ら
の
先
導
の
も
と
、
石

川
県
の
馳
知
事
や
金
沢
市
の

村
山
市
長
と
面
談
を
し
全
国

大
会
へ
の
ご
臨
席
を
依
頼
す

る
。
そ
の
後
、
大
会
会
場
に

な
る
「
い
し
か
わ
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察

し
会
場
の
大
き
さ
に
驚
か
さ

れ
な
が
ら
も
、
大
会
の
成
功

を
祈
念
し
て
お
互
い
に
鼓
舞

す
る
。

そ
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た

全
国
大
会
当
日
。
リ
ア
ル
に

全
国
か
ら
会
員
が
集
ま
る
の

は
京
都
大
会
以
来
、
実
に
三

年
振
り
で
あ
る
。
そ
の
間
の

島
根
大
会
は
一
年
目
は
延

期
、
二
年
目
は
会
場
に
も
観

客
を
入
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
の
開
催
を
計
画
し
て

い
た
が
、
寸
前
に
な
っ
て
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
五
波
の

直
撃
を
受
け
、
無
観
客
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催

と
な
っ
て
し
ま
い
、
準
備
を

し
て
い
た
だ
い
た
島
根
大
会

の
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の

無
念
も
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
を
経
て
の
今
回
の

開
催
で
あ
り
、
石
川
大
会
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
の
熱
気
も

溢
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
に

全
国
各
地
か
ら
参
集
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
い
る

と
、「
本
当
に
リ
ア
ル
に
開

催
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と

実
感
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
閉
会
式
も
終
了
し
、
壇

上
に
て
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
と
共
に
写
真
を
撮
っ
た
時

の
達
成
感
は
何
と
も
言
え
な

い
も
の
が
あ
っ
た
。

九
月
に
入
り
「
学
制
百
五
十

周
年
記
念
式
典
」
が
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
り

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
歴
史

の
重
み
と
今
日
に
至
る
ま
で

尽
力
を
さ
れ
た
方
々
の
功
績

に
対
し
て
改
め
て
尊
敬
の
念

を
覚
え
る
。

そ
し
て
私
た
ち
「
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
と

活
動
を
共
に
す
る
「
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
」
や

「
全
国
国
立
学
校
付
属
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
会
合
に

も
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
お
互
い
の
活
動
に
つ
い

て
も
色
々
と
情
報
交
換
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
当
連
合
会
の
理
事

会
に
於
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
に
作
成
し
た
「
全
国
大
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
見
直
し
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令
和
４
年
度
定
時
総
会
開
催

令
和
４
年
６
月
２５
日
㈯
令

和
４
年
度
定
時
総
会
は
本
会

会
議
室
に
て
書
面
決
議
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
会
員
の
都
道
府
県
市

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か

ら
提
出
い
た
だ
い
た
議
決
権

行
使
書
を
集
計
し
た
結
果
、

第
１
号
議
案
な
ら
び
に
第
２

号
議
案
と
も
多
数
の
賛
同
を

得
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
第
３
回
理
事
会
に

お
い
て
山
田
博
章
氏
が
代
表

理
事
（
会
長
）
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

第
７１
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
石
川
大
会
開
催

★
輝
く
未
来
へ
の
礎

　

�

～
親
か
ら
始
め
る

新
時
代
の
教
育
～
★

８
月
２５
日
㈭
、
２６
日
㈮
の

二
日
間
に
渡
り
、
３
年
ぶ
り

に
参
集
型
の
全
国
大
会
が
石

川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

石
川
大
会
粟
田
実
行
委
員

長
は
じ
め
実
行
委
員
会
の
皆

様
、
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
川

県
の
高
校
生
た
ち
、
そ
し
て

全
国
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
っ

た
約
５
，
０
０
０
名
の
会
員

の
皆
様
、
皆
様
の
お
力
で
盛

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
四
年
度　

全
国
高
Ｐ
連
の
活
動
報
告

や
「
理
事
会
推
薦
理
事
」
の

選
考
方
法
等
課
題
も
山
積
で

あ
り
、
理
事
の
方
々
に
は
本

当
に
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
た
。

そ
し
て
、
十
月
に
は
二
年

半
振
り
に
全
国
か
ら
会
長
・

事
務
局
長
が
リ
ア
ル
に
集
ま

る
「
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
、

ま
だ
懇
談
会
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
お
互
い

に
顔
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら

会
話
が
で
き
る
と
い
う
有
り

難
さ
を
痛
感
し
、
そ
の
翌
年

二
月
に
行
わ
れ
た
「
会
長
・

事
務
局
長
研
修
会
」
に
於
い

て
は
丸
三
年
振
り
に
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
久
し
振
り
に

よ
り
一
層
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
を
振

り
返
る
と
、
泉
前
会
長
の
ご

苦
労
が
し
み
じ
み
と
感
じ
ら

れ
、
ま
た
生
徒
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
苦
し
い

立
場
で
こ
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」

を
乗
り
越
え
て
来
た
か
と
い

う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
こ
の
間
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
対
す
る
見
方
や
考
え

方
も
変
わ
っ
て
き
た
か
の
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
あ
く

ま
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
未

来
あ
る
子
ど
も
達
の
為
に
保

護
者
が
ど
れ
だ
け
陰
に
な
り

日
向
に
な
り
応
援
を
で
き
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る

と
思
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ⅰ
О
Ｔ

等
世
の
中
は
目
ま
ぐ
る
し
い

速
さ
で
変
化
を
し
て
行
く

が
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
今
後

と
も
子
供
た
ち
を
応
援
す
る

持
続
可
能
な
活
動
を
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
次
年
度
も
変
わ
ら
ず

の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
調
査
広
報
委
員

会
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
加
盟
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
様
、

副
会
長
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
、
全
国
高
Ｐ

石川県高校生によるアトラクション

開会式分科会
感染に留意しながらの開催

閉会式

開会式
令和２、３年と全国高Ｐ連会長として重責を担った泉満氏に表彰状が贈られました

（2）令和５年４月２５日 全国高Ｐ連会報〈第９６号〉



は
じ
め
に

コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
に
は

注
意
を
払
う
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
ほ
ど
に
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
が
社
会
施
策
の
重
点
に
位

置
づ
け
ら
れ
な
い
時
代
と
な

っ
た
と
い
う
意
味
で
、「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
」
の
言
葉
が
使

わ
れ
る
よ
う
で
す
。
今
年
の

北
海
道
は
春
の
訪
れ
が
早

く
、
３
月
中
旬
に
は
札
幌
の

街
の
雪
も
消
え
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
開
放
感
も
あ
り
、
期

待
の
膨
ら
む
新
年
度
と
な
り

ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
強
い
制
約

が
な
く
な
り
ま
す
が
、
単
に

コ
ロ
ナ
前
の
活
動
に
戻
る
の

で
は
な
く
こ
の
三
年
間
で
培

っ
た
知
恵
を
活
か
し
な
が
ら

活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
も

の
で
す
。

今
号
で
は
、
旭
川
東
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
も
活
動
意
欲
の
旺
盛
さ

と
創
意
工
夫
の
姿
に
は
高
い

評
価
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

旭
川
東
高
校
の
教
育
と

    

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

旭
川
東
高
校
は
、
明
治
３６

年
に
北
海
道
庁
立
上
川
中
学

校
と
し
て
開
校
し
、
令
和
５

年
に
創
立
１
２
０
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
間
、
道
北
の
拠

点
校
と
し
て
優
れ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
、
国
内
は
も
と

よ
り
世
界
で
活
躍
す
る
多
数

の
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。
平
成
２０
年
か
ら
、

北
海
道
教
育
委
員
会
の
「
医

進
類
型
指
定
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
道
内
外
の
医
学
部

へ
進
学
し
地
域
の
医
療
を
支

え
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入

れ
る
他
、
社
会
の
課
題
を
予

見
・
解
決
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
で
き
る
将
来
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
全
定
あ
わ
せ

て
約
７
７
０
人
の
生
徒
が
、

学
校
標
語
「
シ
マ
レ　

ガ
ン

バ
レ
」
の
下
、
何
事
も
最
後

ま
で
や
り
ぬ
き
、
夢
を
実
現

さ
せ
る
精
神
で
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
三
役

の
下
、
教
養
委
員
会
、
生
活

委
員
会
、
広
報
委
員
会
、
学

年
委
員
会
、
定
時
制
委
員
会

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
牽
引
す
る

旭
川
東
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

北
海
道
地
区

令
和
４
年
度
全
国
会
長
・
事

務
局
長
連
絡
会
開
催

令
和
４
年
１０
月
９
日
㈰
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い

て
、
会
長
・
事
務
局
長
連
絡

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
感
染
防
止
策

を
講
じ
た
参
集
型
開
催
に
は
、

全
国
か
ら
連
合
会
会
長
並
び

に
事
務
局
長
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
全
国
大
会
石
川
大
会

報
告　

来
年
度
開
催
の
宮
城

大
会
案
内　

理
事
会
報
告　

質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
全
国
会
長
・
事

務
局
長
研
修
会
開
催

令
和
５
年
２
月
４
日
㈯
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い

て「
令
和
４
年
度
全
国
会
長
・

事
務
局
長
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

い
ず
れ
も
ご
好
評
を
い
た
だ

き
、
各
連
合
会
で
は
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
こ
う
し
た
研
修
の

機
会
を
是
非
に
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
調
査
広
報
委
員

会
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
加
盟
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
様
、

副
会
長
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
、
全
国
高
Ｐ

連
と
し
て
の
要
請
行
動
や
研

修
会
等
で
も
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

実
施
期
間

：

　

令
和
５
年
２
月
１７
日
㈮

～
令
和
５
年
３
月
２４
日
㈮

回
答
件
数

：

　

１
，
８
２
２
件

保
護
者
向
け
薬
物
乱
用
防
止

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

Ｎ
Ｏ
！
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｇ　

う
ち
の

子
に
限
っ
て
…
本
当
に
大
丈

夫
で
す
か
…
？　

令
和
４
年
度
「
薬
物
乱
用

防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
が
完

成
し
、
全
国
の
都
道
府
県
市

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
加

盟
校
へ
順
次
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
。

各
学
校
の
ご
担
当
者
に
は

新
入
生
保
護
者
へ
の
配
布
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
家
庭
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

研
修
会
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

うちの子に限って…うちの子に限って…
本当に大丈夫ですか…？本当に大丈夫ですか…？

保護者向け薬物乱用防止パンフレット

　　　に迫っています。
　　　に迫っています。身近身近

薬物の薬物の　　　 　　　 はは意外なほど意外なほど誘惑誘惑

※�

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
一
般
財

団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
助
成
を
受

け
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す

文部科学省
大学入学者選抜をめぐる最新の動向について

㈱リクルート
半径５ｍからの問いが、変えていく世界

法務省
高校生の保護者の方へ～成年年齢と契約について～
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２
０
２
０
年
４
月
、
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－
１９
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
）
の
感
染
拡
大
に
よ
っ

て
日
本
国
内
に
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
、
国
民
の
生
活

は
一
変
い
た
し
ま
し
た
。
秋

田
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
と
そ
の
傘
下
の
加
盟
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
例
外
で
な

く
、
コ
ロ
ナ
禍
１
年
目
の

２
０
２
０
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
対
面
で
の
会
議
の
ほ
ぼ

全
面
中
止
と
書
面
審
査
に
よ

る
決
議
が
続
き
、
県
高
Ｐ
連

で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
絆
が

徐
々
に
薄
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
を
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
２
年

目
の
２
０
２
１
年
度
は
、
こ

の
年
就
任
さ
れ
た
湊
屋
啓
二

新
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
高
Ｐ
連
の
役
員
の

皆
様
と
事
務
局
と
で
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
こ
の
前
例
の
な
い

事
態
を
ど
の
よ
う
に
打
開
し

て
い
け
ば
よ
い
の
か
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
行
動
を

起
こ
し
、
一
つ
一
つ
経
験

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
特
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
あ
り
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

集
ま
れ
な
く
な
っ
た
会
議
や

話
し
合
い
を
書
面
で
取
り
決

め
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る

だ
け
会
員
の
皆
様
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
っ
て
画
面
上
で
顔
を
合

わ
せ
て
話
し
合
う
こ
と
で
、

皆
様
の
心
の
交
流
が
実
感
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
前
年
度
か
ら
す
で
に
導

入
し
て
い
た
有
料
会
員
（
上

限
１
０
０
名
の
参
加
者
の
会

議
が
可
能
）
用
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
使
っ
て
、
ま
ず
は
正
副
会

長
・
監
事
さ
ん
（
三
役
）
が

率
先
し
て
三
役
の
会
議
や
打

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
養
委
員
会
は
、
会
員
の

教
養
を
高
め
る
た
め
の
教
養

講
座
を
中
心
と
し
た
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。「S

h
all 

w
e E

H
O

N
?

～
大
人
も
『
絵

本
』
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
絵
本
セ
ラ

ピ
ー
に
つ
い
て
学
び
、「L

et's 

E
n
joy

! 

ズ
ン
バ
ダ
ン
ス
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
テ
ー
マ

に
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

行
い
ま
し
た
。

生
活
委
員
会
は
、
生
徒
の

環
境
向
上
に
係
る
支
援
や
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
祭
で
の
バ
ザ
ー
出
店
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
の
制

作
・
販
売
と
仮
装
行
列
の
際

の
交
通
整
理
等
を
、
急
歩
大

会
で
の
誘
導
・
給
水
・
事
故

防
止
等
を
行
う
大
会
運
営
を

行
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
『
大
空
ま
ど
か
に
』

を

毎

年

２

回

発

行

し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
中
心
に
編

集
し
て
い
ま
す
。
学
校
と
保

護
者
を
つ
な
ぐ
媒
体
と
な
っ

て
お
り
、令
和
２
年
・
３
年
に
、

北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

学
年
委
員
会
は
、
各
学
年

の
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
の
意
見
交
換
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
保

護
者
か
ら
受
験
を
控
え
た
子

ど
も
に
対
す
る
向
き
合
い
方

や
受
験
時
の
対
応
な
ど
の
話

を
聞
く
「
受
験
生
の
た
め
の

情
報
共
有
会
」
や
、
大
学
受

験
に
際
し
て
の
先
輩
保
護
者

の
Ｑ
＆
Ａ
や
体
験
手
記
を
教

室
の
壁
一
面
に
掲
示
し
て
、

後
輩
保
護
者
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
「
受
験
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

定
時
制
委
員
会
は
、
定
時

制
の
課
題
解
決
に
向
け
た
意

見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
定
時
制
保
護
者
の
意
見

交
換
会
の
他
、
学
校
祭
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
の

支
援
や
お
手
伝
い
を
と
お
し

て
生
徒
の
活
動
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
や
取
組
が

評
価
さ
れ
、
令
和
４
年
に
、
北

海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
功
績
団
体
表
彰
、
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
功
績

団
体
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
変
化
に
対
応
し
た
高
Ｐ
連
の
取
組

秋
田
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

東
北
地
区

学年委員会「受験チャンネル」

教養委員会「絵本セラピー」

急歩大会
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合
せ
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
開
催

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
経
験
を
積
み

重
ね
技
能
を
高
め
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
２
月
に
開

催
さ
れ
る
全
県
正
副
会
長
会

議
（
全
加
盟
校
の
正
副
会
長

が
参
加
）
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に

挑
戦
し
、
多
く
の
参
加
者
の

皆
様
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
画
面

越
し
で
会
議
を
行
う
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
に
慣
れ
て
い
な
い
参
加
者

へ
の
対
応
等
課
題
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
成
功
は
県
高

Ｐ
連
の
自
信
に
繋
が
り
、
各

委
員
会
レ
ベ
ル
の
会
議
も

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
す
る
こ
と

へ
と
進
展
し
て
い
き
ま
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活

用
に
よ
っ
て
、
高
Ｐ
連
と
加

盟
校
の
皆
様
と
の
心
の
交
流

が
徐
々
に
回
復
で
き
た
１
年

間
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

コ
ロ
ナ

禍

３

年

目

の

２
０
２
２
年
度
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
に
よ
る
社
会
全
体
の
行

動
制
限
の
緩
和
も
重
な
り
、
２

年
目
で
成
功
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
な

が
ら
、
前
年
よ
り
は
精
神
的

な
ゆ
と
り
を
も
っ
て
役
員
の
皆

様
と
主
催
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
は
、
県
高
Ｐ
連
で

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
開
設
し
、
県
高
Ｐ
連
が
主

催
し
て
い
る
各
種
の
講
演
会

を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
会
員
の

皆
様
へ
動
画
配
信
し
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
ご
覧
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
を
整

え
ま
し
た
。
現
在
は
３
つ
の
講

演
会
を
公
開
し
ま
し
た
が
、
役

員
の
皆
様
か
ら
は
も
っ
と
多
く

の
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の

好
意
的
な
反
応
も
あ
り
、
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
役

員
の
皆
様
か
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
前

の
活
動
に
で
き
る
だ
け
戻
し

て
い
こ
う
と
い
う
機
運
も
高
ま

り
、
県
高
Ｐ
連
の
各
委
員
会
の

中
で
加
盟
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
積

極
的
な
議
論
が
出
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ
の
例

と
し
て
、「
登
校
時
一
声
運
動
・

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
の
実
施

率
の
回
復
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

活
動
は
健
全
育
成
委
員
会
で

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
委
員

会
か
ら
「
横
断
幕
を
作
っ
て
加

盟
校
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
は
ど

う
か
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
、
全
国
高
Ｐ
連
の
健
全

育
成
活
動
助
成
金
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
横
断
幕
を
複

数
枚
作
成
し
、
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
腕
章
や
の
ぼ
り
旗
と
併
せ
、

希
望
す
る
学
校
や
地
区
に
積

極
的
に
貸
し
出
し
て
こ
の
活

動
の
活
性
化
を
促
し
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
実

施
率
が
一
時
７０
％
台
ま
で
下
が

っ
て
い
た
こ
の
運
動
が
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
（
９２
％
）
ま
で

に
息
を
吹
き
返
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
国
高
Ｐ
連
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
全
県
正
副
会
長
会

議
の
情
報
交
換
会
の
３
年
ぶ

り
の
復
活
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

一
歩
前
進
に
繋
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
の
安
全
安
心
を
第
一
義

に
考
え
、
三
役
で
十
分
な
議

論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
会

場
の
ご
協
力
も
得
ら
れ
て
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
様
が
感
染

防
止
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
笑
顔
で
和
や
か
に

情
報
交
換
さ
れ
て
い
る
姿
を

み
て
、
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
一
筋
の
光
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
こ
の
５
月
か
ら
感

染
症
法
上
第
５
類
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も

通
常
の
活
動
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
と
推
察
し
ま
す
。
県
高

Ｐ
連
事
務
局
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
３
年
間
の
経
験
を
生
か

し
て
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に

対
応
で
き
る
柔
軟
な
運
営
に

心
が
け
、
秋
田
県
高
Ｐ
連
の

活
動
が
安
心
安
全
に
、
そ
し

て
活
発
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
知
恵
を

絞
っ
て
支
援
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

横断幕を掲げて登校時
一声運動・マナーアップ運動

委員会での Zoom 会議

３年ぶりの情報交換会の復活講演会の YouTube 動画配信

秋田県高等学校PTA連合会
事務局 〒010-0955

秋田市山王中島町1-1
秋田県生涯学習センター5Ｆ
TEL：018-863-6681
FAX：018-863-8360

下記URLまたは
QRコードより
ご視聴ください

「豊かなコミュニケーション能力を育み
地域社会をつなげよう」
夢工房 咲く･咲く 代表

の と ゆ う こ

能登 祐子氏

秋田県高等学校PTA連合会 母親委員会

第35回母親会員交流会
演題

講師

2022年11月22日(火)に
生涯学習センターにて

実施した左記の講演動画を
限定公開いたしますので
ぜひともご視聴ください

秋田県高等学校PTA連合会元母親委員
のしろ白神ネットワーク代表
ときめ木マルシェ実行委員会代表
のしろまち灯り実行委員会代表
平成16年～女性初の自治会長、現在能代市自治会連合協議会会長

子育て中はPTA活動に取り組み、その後、地域活動へ積極
的に参加。様々な活動をとおして住みよい地域づくりや女
性が地域活動に参画していくための場づくりを実践中。
秋田県：秋田県男女共同参画社会づくりハーモニー賞受賞
全 国：女性のチャレンジ賞受賞

講師・能登祐子さんのご活動は
「秋田の女性の活躍応援ネットＨＰ」にて

さらに詳しくご確認頂けます。
https://common3.pref.akita.lg.jp/jyosei/cases/1151

https://youtu.be/MUWtLTIaX8M
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は
じ
め
に

関
東
地
区
で
は
毎
年
７
月

に
７
県
の
持
ち
回
り
に
よ
り

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
令
和
２

年
度
（
群
馬
県
）・
令
和
３

年
度
（
山
梨
県
）
と
２
年
連

続
で
大
会
が
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
神
奈
川
県
で
現
地
開
催
１

日（
分
科
会
は
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

と
し
て
何
と
か
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
初
め
て
大
会
の
前
日

に
開
催
し
て
い
た
総
会
を
別

日
程
で
実
施
す
る
分
離
開
催

と
し
ま
し
た
。

さ
て
、
群
馬
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
お
い
て
は
、

６
月
の
総
会
は
３
年
連
続
書

面
表
決
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
５
０
０
名

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
温

泉
に
宿
泊
し
懇
親
を
深
め
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
規
模
・
企
画
で
実
施
で
き

る
の
か
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
１０
月
に
４
地
区
に
分
け
て

行
わ
れ
る「
地
区
別
研
究
集
会
」

と
１１
月
に
実
施
さ
れ
る
「
県

指
導
者
研
究
集
会
」
が
実
施

で
き
た
こ
と
は
大
変
意
義
深

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
部
を
今
回
紹
介
し
ま
す
。

地
区
別
研
究
集
会

県
内
を
東
中
西
北
の
４
地

に
分
け
、
毎
年
１０
月
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
群
馬
県
は
ヤ

マ
ト
王
権
時
代
に
上
毛
野

（
か
み
つ
け
の
）
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
県
内
を

分
け
る
と
き
に「
毛（
も
う
）」

の
字
を
使
う
こ
と
が
あ
り
、

本
連
合
会
で
も
、
東
毛
・
中

毛
・
西
毛
・
北
毛
と
標
記
し

て
分
け
て
い
ま
す
。

１　

東
毛
地
区（
参
加
２４
校
）

１０
月
１４
日
㈮
太
田
市
新
田

文
化
会
館
（
エ
ア
リ
ス
ホ
ー

ル
）
で
開
催
。
研
究
協
議
の

発
表
は
、
桐
生
高
校
・
館
林

女
子
高
校
・
常
磐
高
校
・
桐

生
清
桜
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行

い
、
誌
上
発
表
と
し
て
、
館

林
高
等
特
別
支
援
学
校
・
太

田
市
立
太
田
高
校
・
桐
生
工

業
高
校
・
西
邑
楽
高
校
の
４

校
が
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

記
念
講
演
が
実
施
さ
れ
、「
成

年
年
齢
引
き
下
げ
と
若
者
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
～
親
と
し

て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

～
」
の
演
題
で
、
講
師
は
久

保
敏
氏
（
群
馬
県
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
務
め
ま

し
た
。
参
加
者
は
１
７
０
名

で
し
た
。

２　

中
毛
地
区（
参
加
１９
校
）

１０
月
６
日
㈭
伊
勢
崎
市
境

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
研
究
協
議
の
発
表
は
、

前
橋
南
高
校
・
前
橋
商
業
高

校
・
伊
勢
崎
商
業
高
校
・
玉

村
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
い
ま

し
た
。
中
毛
地
区
で
は
高
校

生
に
よ
る
意
見
発
表
も
行
っ

て
お
り
、
前
橋
南
高
校
・
前

橋
商
業
高
校
・
伊
勢
崎
高
校
・

伊
勢
崎
商
業
高
校
の
４
校

が
、
生
徒
会
活
動
や
生
徒
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
１
５
２

名
で
し
た
。

３　

西
毛
地
区（
参
加
２９
校
）

１０
月
１４
日
（
金
）
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
記
念
講
演
は
、「
人
生

１
０
０
年
時
代
の
社
会
人
基

礎
力
～
社
会
で
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
高
校
時

代
に
で
き
る
こ
と
～
」
の
演

題
で
、
講
師
は
本
多
博
己
氏

（
群
馬
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式

会
社
代
表
取
締
役
会
長
）
が

務
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
研

究
協
議
の
発
表
は
、
高
崎
工

業
高
校
と
安
中
総
合
学
園
高

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
い
ま
し

た
。参
加
者
は
９６
名
で
し
た
。

４　

北
毛
地
区

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
、
今
年
度
集

合
研
修
は
実
施
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

県
指
導
者
研
究
集
会

１１
月
１７
日
㈭
前
橋
テ
ル
サ

で
３
年
ぶ
り
に
開
催
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関

係
で
参
加
を
各
校
３
名
以
内

と
制
限
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
本
県
で
高

校
教
諭
と
し
て
、
ま
た
、
野

球
部
の
監
督
と
し
て
活
躍
し
、

退
職
後
は
県
内
の
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
群

馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
」
の

代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
奮

闘
し
て
い
る
、
阿
久
澤
毅
氏

の
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

研
究
協
議
で
は
、
各
地
区

の
代
表
と
し
て
、沼
田
高
校
・

伊
勢
崎
商
業
高
校
・
安
中
総

合
学
園
高
校
・
桐
生
清
桜
高

校
の
４
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
２
３
９
名
で
し
た
。

お
わ
り
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
各
地
区
の
幹

事
校
の
皆
様
に
は
開
催
に
当

た
り
、
様
々
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

県
の
指
導
者
研
究
集
会
も

３
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
コ
ロ
ナ
前
の
指
導
者
研

究
集
会
を
経
験
し
て
い
な
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
大
半
で
あ

り
、
運
営
面
で
も
手
探
り
の

状
態
か
ら
始
ま
り
、
な
ん
と

か
開
催
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

本
部
役
員
・
理
事
の
方
々
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
状
況
は
ど
う
な
る

か
不
透
明
で
す
が
、
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
で
や
っ
て
い
く
こ
と

に
代
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
出
来
る
こ
と
か
ら
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
中
で
出
来
る
こ
と
か
ら

群
馬
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

関
東
地
区

中毛地区発表生徒県指導者研究集会会長あいさつ県指導者研究集会記念講演
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コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
を
各
学
校
１

名
ま
で
と
人
数
制
限
を
す
る

こ
と
で
令
和
４
年
６
月
１７
日

㈮
に
東
海
地
区
高
Ｐ
連
「
愛

知
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
大
会
で
発
表
を
さ

れ
た
愛
知
県
立
尾
西
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
三
重
県
立
四
日

市
商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

実
践
発
表
の
要
旨
を
紹
介
し

ま
す
。

愛
知
県
立
尾
西

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
地
域
の
自
然
と
親
し
み
、

活
用
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

～
伝
統
行
事
の
運
営
に
携
わ

り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
成
長

を
見
守
る
活
動
～

１　

本
校
の
概
要

本
校
は
、
昭
和
５２
年
に
愛

知
県
尾
西
市
（
現
一
宮
市
）

に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
学
校

の
周
囲
に
は
今
も
水
田
が
多

く
見
ら
れ
、
す
ぐ
西
に
は
岐

阜
県
境
と
な
る
木
曽
川
が
流

れ
て
い
る
自
然
が
豊
か
な
場

所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
普
通
科
３
ク
ラ
ス
募
集

で
、
生
徒
の
５
割
が
進
学
志

望
、
残
り
が
就
職
志
望
と
な

っ
て
い
ま
す
。
生
徒
が
少
人

数
で
あ
る
こ
と
の
利
点
を
活

用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
望

に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
、

学
習
指
導
、
進
路
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通

コ
ー
ス
の
ほ
か
に
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
ス
も
開
設
さ
れ
て

お
り
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
や

Ｐ
検
な
ど
の
情
報
関
連
の
資

格
取
得
指
導
、
情
報
機
器
の

活
用
、
近
隣
の
小
学
校
へ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
指
導
や

大
学
と
の
連
携
事
業
を
中
心

と
し
た
学
習
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
開
校
当
初
か
ら
校

訓
「
真
摯
」
の
も
と
、
一
万
名

以
上
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の

県
立
高
等
学
校
再
編
将
来
構

想
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度

で
閉
校
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
発
表

で
は
、
本
校
の
代
表
的
な
活

動
で
あ
る
闊
歩
大
会
と
、
木

曽
川
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

２�　

地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
行
事
の
支
援
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
に
つ

い
て

闊
歩
大
会
は
本
校
開
校
以

来
の
伝
統
行
事
で
す
。
地
域

の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
自

分
の
ペ
ー
ス
で
木
曽
川
河
畔

の
往
復
３０
㎞
以
上
の
行
程
を

歩
き
き
る
大
変
過
酷
な
行
事

で
す
。
生
徒
一
人
一
人
が
自

分
の
最
善
ペ
ー
ス
で
移
動
す

る
た
め
、
非
常
に
多
く
の
場

所
で
同
時
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
所
在
確
認
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
協
力
依
頼
し
学
校

と
共
同
で
下
記
の
仕
事
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

① 　

道
路
横
断
時
の
安
全

指
導

② 　

２
～
３
㎞
ご
と
に
設

置
し
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
な
ら
び
に
ゴ
ー
ル

地
点
（
本
校
）
に
お
け

る
参
加
者
点
呼
と
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
ゴ
ー
ル
地

点
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の

差
し
入
れ

③ 　

一
緒
に
闊
歩
に
参
加

し
、
安
全
確
認
と
応
援

の
声
が
け
、
活
動
の
記

録
（
写
真
撮
影
な
ど
）闊歩大会のＰＴＡ活動風景清掃ボランティア後の集合写真

地
域
の
自
然
に
親
し
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
闊
歩
大
会

で
す
が
、
河
川
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
感
謝
の
意

味
を
込
め
て
、
夏
に
木
曽
川

で
行
わ
れ
て
い
る
濃
尾
大
花

火
の
会
場
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
濃

尾
大
花
火
は
令
和
３
年
度
を

も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た

が
そ
の
後
同
様
に
木
曽
川
河

畔
で
行
わ
れ
て
い
る
一
宮
市

び
さ
い
夏
祭
り
の
会
場
で
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
在

も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
令

和
元
年
に
は
活
動
の
継
続
性

が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
省

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

３　

結
び
に
か
え
て

現
在
在
籍
し
て
い
る
生
徒

の
卒
業
を
も
っ
て
、
本
校
は

そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
護
者

教
員
が
一
致
団
結
し
て
生
徒

一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
ま
た
地
域
と
の
連
携
を

大
切
に
し
な
が
ら
最
後
ま
で

き
め
細
か
い
教
育
活
動
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

三
重
県
立
四
日
市

商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

１　

学
校
紹
介　

四
日
市
商
業
高
校
は
今
年

で
１
２
６
周
年
を
迎
え
、
通

称
“
泗
商
”
と
呼
ば
れ
古
く

か
ら
地
元
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
地
元
地
域
に
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

全
校
生
徒
の
９０
％
以
上
を
女

子
で
占
め
、
そ
の
制
服
も
デ

ザ
イ
ン
が
変
わ
ら
な
い
茶
色

の
制
服
で
、
三
世
代
同
じ
制

服
を
着
用
し
て
い
る
家
族
も

い
ま
す
。

商
業
科
と
情
報
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
科
の
２
学
科
を
設
置
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
で
コ

ー
ス
制
を
引
い
て
お
り
、
日

商
簿
記
検
定
や
基
本
情
報
技

術
者
試
験
な
ど
多
く
の
資
格

を
取
得
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

特
徴
あ
る
授
業
の
一
つ
と
し

て

｢

課
題
研
究｣

が
あ
り
、

こ
の
授
業
は
学
科
の
枠
を
超

え
て
全
員
が
探
究
活
動
に
取

り
組
み
、
泗
商
の
広
告
塔
と

し
て
中
学
校
へ
訪
問
し
模
擬

授
業
を
行
う
『
泗
商
し
ょ
う

介
し
隊
』
な
ど
、
１５
の
講
座

に
分
か
れ
て
商
業
高
校
な
ら

で
は
の
多
彩
な
授
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
や
「
プ
レ

ゼ
ン
力
」
な
ど
社
会
で
必
要

な
実
践
力
を
習
得
し
、
地
域

の
方
と
一
体
と
な
っ
て
学
習

し
て
お
り
、
Ｔ
Ｖ
や
地
方
雑

誌
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、部
活
動
も
盛
ん
で
、

テ
ニ
ス
部
の
全
国
選
抜
大
会

団
体
・
個
人
ダ
ブ
ル
優
勝
を

始
め
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど

が
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
お

り
、
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

岐
阜
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

東
海
地
区

　

令
和
４
年
度
東
海
地
区
高
Ｐ
連

「
愛
知
大
会
」
実
践
発
表
校
の
紹
介 　
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部
な
ど
の
文
化
ク
ラ
ブ
、
ワ

ー
プ
ロ
部
な
ど
の
商
業
系
の

ク
ラ
ブ
も
毎
年
全
国
大
会
に

出
場
し
入
賞
し
て
い
ま
す
。地域と密着した課題研究の授業

２　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

例
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し

て
は
、
役
員
が
広
報
部
、
文

化
祭
部
、
研
修
部
の
３
部

門
に
分
か
れ
、
年
２
回
の

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」
の
発
行
、

体
育
祭
の
参
加
、
文
化
祭
で

も
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
の
出
店
を

し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

一
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
体
育
祭
も
文
化
祭
も
高
Ｐ

連
の
大
会
ま
で
も
中
止
と
な

り
、
役
員
会
も
意
見
交
換
の

み
の
寂
し
い
会
議
と
な
り
、

昨
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

は
変
わ
ら
ず
、
体
育
祭
、
文

化
祭
も
次
々
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
我
々

役
員
の
意
識
は
明
ら
か
に
変

化
が
見
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で

学
校
行
事
が
何
も
で
き
な
か

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
協
力
出
来
る

こ
と
が
な
い
か
と
、
活
発
な

意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

先
ず
は
文
化
祭
に
関
し

て
、
学
校
と
し
て
は
感
染
予

防
の
観
点
や
安
全
面
を
考
慮

し
、
例
年
行
っ
て
い
る
食
品

バ
ザ
ー
の
模
擬
店
を
中
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
は
プ
ロ
の
ブ
ー
ス
販
売

の
方
に
依
頼
す
る
こ
と
で
、

安
全
性
や
衛
生
面
を
ク
リ
ア

す
る
案
を
出
し
、
野
外
に
お

店
を
設
置
す
る
こ
と
、
販
売

時
に
は
学
年
別
に
購
入
時
間

を
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
密

を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
出
店
者
の
方
に
は
問
診

と
検
温
の
実
施
、
間
隔
が
空

け
ら
れ
る
よ
う
に
テ
ー
プ
で

印
を
つ
け
、
担
当
ブ
ー
ス
を

決
め
て
子
ど
も
た
ち
に
大
声

の
会
話
を
控
え
る
よ
う
に
声

掛
け
を
し
ま
し
た
。
教
室
で

密
に
な
っ
て
飲
食
を
し
な
い

よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
使
わ

な
か
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
の
一

部
で
ベ
ン
チ
１０
台
を
購
入

し
、
中
庭
に
設
置
し
て
食
べ

る
場
所
を
増
や
し
ま
し
た
。

衛
生
面
に
お
い
て
は
、
ゴ
ミ

捨
て
場
所
を
限
定
し
、
分
別

の
徹
底
と
ゴ
ミ
回
収
を
役
員

が
行
い
、
校
舎
内
外
に
ゴ
ミ

が
散
乱
し
な
い
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
た
。
ま
た
、
美
術
部

な
ど
の
文
化
ク
ラ
ブ
の
作
品

を
見
て
も
ら
う
よ
う
に
、
各

ク
ラ
ブ
の
展
示
会
場
に
ス
タ

ン
プ
を
置
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

間隔を取りながらのキッチンカー販売大盛況のスタンプラリー

当
日
は
混
乱
な
く
実
施
で

き
る
か
と
不
安
で
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
が
一
致
団
結
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
適
切
に
果
た
す

こ
と
が
で
き
、
ど
の
部
署
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
い
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
私
た
ち
の
や
る
気
を
さ

ら
に
増
幅
さ
せ
、
や
り
が
い

の
あ
る
充
実
し
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
先
生
方
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
も
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
呼
ん
で
く

れ
た
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
楽
し
め
る
企
画
を
立
て

た
り
し
て
学
園
祭
感
を
演
出

し
て
い
た
だ
い
た
お
か
け

で
、
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も

喜
ん
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。」
と
い
う
意
見
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

一
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で

使
わ
れ
な
か
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算

で
、
特
別
教
室
の
数
部
屋
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
学
ぶ
環
境
の
整
備

に
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で

校
舎
内
外
の
施
設
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
、そ
の
結
果
、

大
多
数
が
女
子
生
徒
で
占
め

て
い
る
な
か
、
女
子
ト
イ
レ

の
数
が
少
な
く
、
設
備
も
古

い
た
め
至
急
修
繕
を
お
願
い

し
た
い
と
の
意
見
が
出
ま
し

た
。
以
前
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
今
年
度
、
ト
イ
レ
の
改

修
工
事
を
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
立
場
で
施
設
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
要
望
を
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

１２
月
に
は
登
校
時
に
生
徒

会
役
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
校

門
に
立
ち
、「
あ
い
さ
つ
運

動
」
と
「
い
じ
め
防
止
ピ
ン

ク
運
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

全
員
ピ
ン
ク
色
の
ウ
ィ
ン

ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
着
て
、
手

に
は
文
字
看
板
を
持
ち
、
い

じ
め
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

予
め
生
徒
の
要
望
を
聞
き
ピ

ン
ク
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
で
購
入
し
全
校

生
徒
に
配
布
し
ま
し
た
。
登

校
時
の
短
い
間
で
し
た
が
多

少
な
り
と
も
生
徒
の
意
識
に

響
い
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か

な
か
集
ま
っ
て
話
し
合
う
機

会
が
少
な
い
の
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど

を
使
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
連

絡
、
相
談
、
報
告
を
し
て
き

ま
し
た
。

３　

お
わ
り
に

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
役
員
全

員
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

何
か
し
て
あ
げ
た
い
気
持
ち

を
持
っ
て
、
意
見
を
出
し
合

い
、
協
力
し
合
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
行
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
色
々
困
難
な
状
況

が
あ
っ
て
も
、
保
護
者
と
学

校
が
一
体
と
な
り
、
学
校
行

事
を
通
じ
て
様
々
な
協
力
を

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

施設見学

いじめ防止ピンク運動

令和４年度ＰＴＡ役員
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１　

は
じ
め
に

令
和
元
年
末
か
ら
全
世
界

を
襲
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
社

会
活
動
を
は
じ
め
学
校
教
育

な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
い
ま
だ
に
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ

る
。
当
然
、
本
協
議
会
に
お

い
て
も
各
種
事
業
や
諸
活
動

に
も
多
大
な
る
影
響
を
受

け
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
業
が
多
か
っ
た
。し
か
し
、

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
本
協

議
会
に
お
い
て
も
、
本
年
度

か
ら
徐
々
に
各
種
事
業
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
、
再
開

で
き
た
各
種
事
業
と
併
せ

て
、
本
協
議
会
の
取
組
や
事

業
を
紹
介
す
る
。

２　

本
協
議
会
の
概
要

奈

良

県

高

等

学

校

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
は
、
昭
和
２７

年
（
１
９
５
２
年
）
に
発
足
以

来
、
令
和
３
年
度
に
創
立
７０

周
年
を
迎
え
た
。団
体
名
が「
協

議
会
」
で
あ
り
、
全
国
高
Ｐ
連

加
盟
団
体
の
中
で
も
数
少
な

い
名
称
の
団
体
で
あ
る
。

県
内
の
加
盟
団
体
と
し
て

は
、
公
立
高
校
に
加
え
私
立

高
校
、
特
別
支
援
学
校
が
加

盟
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度

の
加
盟
数
は
６０
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
あ
る
。
全
国
的
に
も
学
校

数
が
少
な
い
県
で
あ
り
、
今

後
の
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数

の
減
少
に
伴
い
、
更
な
る
加

盟
団
体
及
び
会
員
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
。

創立７０周年記念誌

３�　

令
和
４
年
度
に
実
施
で

き
た
事
業

令
和
２
年
度
及
び
３
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
多

く
の
研
修
会
や
事
業
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

っ
た
が
、
令
和
４
年
度
は
参

加
制
限
を
行
い
な
が
ら
も
多

く
の
事
業
が
再
開
で
き
た
。

⑴ 　

各
種
会
議
（
会
長
会
・

役
員
会
等
）

⑵　

各
種
研
修
会
・
講
演
会

①　

 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
県
教
育
委
員
会
と

共
催
）

②　

 

家
庭
教
育
研
修
会

（
県
教
育
委
員
会
と

共
催
）

③　

広
報
紙
作
成
研
修
会

④　

健
全
育
成
研
修
会

⑤　

特
別
支
援
教
育
講
演
会特別支援教育講演会

⑶ 　

乗
車
マ
ナ
ー
向
上
運
動

県
下
一
斉
巡
視
活
動

⑷ 　

教
育
懇
談
会
（
各
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
県
及
び
県
教
委

へ
の
要
望
に
対
す
る
回
答

と
意
見
交
換
の
場
）

⑸ 　

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
及

び
広
報
紙
展
示
会

⑹　

各
種
表
彰
事
業

⑺　

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
助
成

教育懇談会

４ 　

令
和
４
年
度
に
実
施
で

き
な
か
っ
た
事
業

⑴ 　

特
別
支
援
学
校
視
察
研

修
会

特
別
支
援
学
校
を
訪
問

し
、
学
校
の
取
組
や
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
視
察
す
る
こ

と
に
よ
り
、
特
別
支
援
教
育

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

研
修
会
で
あ
る
。
各
種
事
業

が
再
開
し
つ
つ
あ
る
中
、
３

年
間
実
施
で
き
て
い
な
い
。

た
だ
、
特
別
支
援
学
校
で
は

基
礎
疾
患
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
も
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
完

全
に
収
束
し
て
い
な
い
状
況

で
、
外
部
か
ら
の
訪
問
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
に
実
施
し

て
い
な
い
。

５　

今
後
の
課
題

社
会
や
学
校
で
は
、
今
回

の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
各
種

会
議
や
研
修
会
へ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
の
導
入
が
進
ん
で
き
て

い
る
。
し
か
し
、
本
協
議
会

と
し
て
は
機
材
や
人
員
な
ど

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、

そ
の
環
境
作
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

６　

お
わ
り
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
へ
と
変
更
さ
れ

る
方
向
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま

だ
そ
の
終
息
が
見
通
せ
な
い

状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社

会
や
学
校
に
お
い
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
や
在
宅
勤
務
な

ど
の
新
し
い
技
術
の
導
入
や

シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
こ
と
に

よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
対
応

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。本
協
議
会
に
お
い
て
も
、

今
後
、
新
し
い
技
術
や
手
法

を
導
入
し
、
工
夫
・
改
善
行

う
と
と
も
に
、
す
べ
て
が
コ

ロ
ナ
禍
前
に
戻
る
の
で
は
な

く
、
各
種
事
業
の
内
容
を
再

考
、
精
選
し
て
、
今
後
の
各

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
助
と

な
る
よ
う
運
営
に
努
め
て
い

き
た
い
。

事
業
紹
介　

～
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
～

奈
良
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

近
畿
地
区
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第
６４
回
中
国
・
四
国
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
愛
媛
大
会
は
、
７
月
２６
日

（
火
）、
愛
媛
県
県
民
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
中

国
・
四
国
地
区
各
県
よ
り
約

１
２
０
０
名
の
会
員
が
一
堂

に
会
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
中
四
国

高
Ｐ
連
・
飛
地
明
國
会
長
か

ら
「
当
大
会
は
令
和
元
年
の

鳥
取
大
会
以
来
、
約
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
本

大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
価

値
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
、
開
催
実
現
に
向
け
て

実
行
委
員
会
を
中
心
に
今
日

ま
で
準
備
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開

催
で
き
た
こ
と
、
多
く
の
関

係
者
の
皆
様
に
も
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
愛

媛
県
内
で
は
県
立
高
校
の
振

興
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
学
校
が
ど
う
な
る
か
は

そ
の
地
域
に
と
っ
て
、
大
き

な
分
岐
点
で
す
。
こ
れ
か
ら

数
年
間
は
課
題
、
難
題
が

山
積
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
が

一
体
と
な
っ
て
問
題
を
解
決

し
、
子
供
た
ち
を
育
て
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」

と
大
会
開
催
に
向
け
て
の
挨

拶
に
続
き
、
山
田
博
章
全
国

高
Ｐ
連
会
長
、
中
村
時
宏
愛

媛
県
知
事
、
野
志
克
仁
松
山

市
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
、
本
県
今
治
Ｆ
Ｃ

の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
今
治
．

夢
ス
ポ
ー
ツ
代
表
取
締
役
会

長
で
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
副

会
長
岡
田
武
史
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
今
治
か
ら
の
挑
戦
」

の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
演
の
中
で
「
私
は

教
育
に
関
し
て
は
素
人
で

す
。
た
だ
、
素
人
な
り
に
も

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
し
て
ま
す
。
環

境
教
育
や
野
外
体
験
教
育
、

そ
し
て
今
度
は
一
般
の
教
育

に
も
少
し
か
か
わ
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

ま
す
。
今
治
で
や
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
教
育
に
関
し

て
や
っ
て
る
こ
と
の
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
人
の

指
導
者
と
出
会
っ
て
、
彼
が

こ
う
言
っ
た
ん
で
す
。
ス
ペ

イ
ン
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
型
が

あ
る
ん
だ
け
ど
、
日
本
に
は

な
い
の
か
、
と
。
え
？
我
々

は
型
に
は
め
ち
ゃ
い
け
な

い
、
自
由
を
与
え
て
き
た
の

に
、
あ
れ
だ
け
自
由
を
奔
放

に
し
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
に
型

が
あ
る
っ
て
、
な
ん
だ
そ
れ

は
、
と
。
ま
っ
た
く
逆
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
こ
で
日
本
人
も

世
界
で
勝
つ
た
め
の
日
本
人

の
原
則
、
岡
田
メ
ソ
ッ
ト
を

作
っ
て
１６
歳
ま
で
に
教
え

て
、
あ
と
自
由
に
す
る
。
古

来
日
本
の
武
道
に
『
守
破

離
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
最
初
、
師
匠
の
教
え
を

守
っ
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
破

っ
て
離
れ
て
い
く
。
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
、
こ
れ
は
最
高
の

指
導
法
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
監
督
の

時
の
こ
と
や
環
境
問
題
な
ど

多
方
面
の
渡
っ
た
お
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
内
の
高
校
魅
力
化

の
取
り
組
み
と
し
て
、
午
前

の
部
は
上
浮
穴
高
校
、
内
子

高
校
小
田
分
校
、長
浜
高
校
、

午
後
か
ら
は
弓
削
高
校
、
三

崎
高
校
、
野
村
高
校
、
北
宇

和
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
お
け
る
魅
力

化
の
取
り
組
み
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

昼
食
後
に
松
山
中
央
高
校

吹
奏
楽
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
演
奏
に
続
き
、
研
究
協

議
で
は
、
岡
山
県
高
Ｐ
連
・

光
岡
宏
文
副
会
長
、
愛
媛
県

高
Ｐ
連
・
水
田
寿
副
会
長
の

両
氏
を
議
長
の
進
行
に
よ

り
、
３
校
の
実
践
・
研
究
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
地

域
と
と
も
に
」
～
地
域
と

連
携
し
、
進
化
し
て
い
く

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
と
題
し
て
山

口
県
立
山
口
中
央
高
校
・
中

村
二
朗
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
、「
地

域
と
歩
む
農
経
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
～

地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
～
と

題
し
て
、
香
川
県
立
農
業
経

営
高
校
・
岡
内
史
行
保
護
者

代
表
、「
地
域
と
共
に
歩
む

新
居
浜
東
高
校
」
～
す
べ
て

は
生
徒
た
ち
の
た
め
に
～
と

題
し
て
、
愛
媛
県
立
新
居
浜

東
高
校
・
古
川
拓
哉
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
や
学
校
の
特
性
を
生
か
し

た
興
味
深
い
内
容
の
発
表
が

あ
り
、
そ
の
後
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意

義
な
研
究
協
議
と
な
り
ま
し

た
。閉

会
行
事
で
は
、
飛
地
明

國
会
長
と
次
期
開
催
県
の
菊

地
潤
岡
山
県
高
Ｐ
連
会
長
に

よ
る
岡
山
県
の
紹
介
と
挨
拶

が
あ
り
、
大
会
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
県
内
の
高

校
生
に
よ
る
発
表
や
農
産
物

の
販
売
、
特
別
支
援
学
校
の

作
品
の
販
売
も
あ
り
、
松
山

工
業
高
校
生
徒
製
作
の
「
坊

ち
ゃ
ん
列
車
」
の
試
乗
な
ど

愛
媛
県
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の

高
校
生
の
活
動
を
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

　

愛
媛
大
会　

笑え

ひ

め媛
か
ら
始
ま
る
絆
づ
く
り
」

～
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
子
供
と
共
に
～　

愛
媛
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

中
国
四
国
地
区
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最
初
に
令
和
４
年
度
全
国

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
加
盟
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

様
、
副
会
長
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
対
し
各

県
連
の
事
務
局
の
皆
様
そ
し

て
携
わ
っ
た
皆
様
に
も
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
全
国
高
Ｐ

連
と
し
て
の
要
請
行
動
や
研

修
会
等
で
も
活
用
し
最
終
的

に
は
教
育
の
現
場
に
反
映
で

き
る
よ
う
な
活
用
を
志
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
僭

越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
集
計

し
た
デ
ー
タ
を
基
に
項
目
ご

と
に
あ
く
ま
で
も
私
の
主
観

で
は
あ
り
ま
す
が
意
見
を
述

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

社
会
活
動
の
展
開
が

日
々
、
猫
の
目
の
よ
う
に

く
る
く
る
変
化
が
激
し
い

中
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

登
場
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

化
等
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
世
間
で
は
対
話
式
Ａ
Ｉ

「C
h
atG

P
T

」
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
べ
き
か
、
ま
た
文

部
科
学
省
に
お
い
て
教
育
現

場
に
お
け
る
活
用
を
ど
の
よ

う
に
扱
う
か
な
ど
目
ま
ぐ
る

し
い
ス
ピ
ー
ド
で
私
た
ち
の

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
当
然
、
そ
の
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
感
で
迫
り
来
る
社

会
の
波
に
子
供
た
ち
も
当
然

飲
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
な

が
ら
日
々
の
高
校
生
活
を
生

き
抜
い
て
い
る
も
の
と
理
解

す
べ
き
だ
と
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

さ
て
こ
の
度
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ス

ピ
ー
ド
感
に
つ
い
て
い
く
た

め
に
は
そ
れ
な
り
の
環
境
整

備
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
に
お
け
る
環
境
整

備
状
況
は
７０
％
と
の
内
容
は

一
刻
も
早
く
改
善
を
提
案
し

充
足
す
べ
き
点
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
同
時
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
の
設
営
も
同
様
な
も

の
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
よ

う
な
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
当

然
な
が
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

ス
ピ
ー
ド
列
車
に
乗
り
遅
れ

る
こ
と
に
な
り
、
単
体
の
地

方
自
治
体
に
任
せ
る
と
い
う

よ
り
私
は
国
レ
ベ
ル
で
の
取

り
組
み
と
す
べ
き
事
案
と
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
個

人
的
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

普
通
教
室
な
ど
に
お
け
る

冷
暖
房
設
備
に
お
け
る
設
置

状
況
で
あ
る
が
、
現
段
階
に

お
い
て
は
９０
％
を
超
え
る
勢

い
で
充
足
し
て
い
る
の
に
対

し
て
特
別
教
室
や
体
育
館
な

ど
の
設
置
状
況
は
著
し
く
遅

れ
を
と
っ
て
い
る
結
果
が
出

て
い
る
点
に
も
現
在
の
地
球

の
気
候
変
動
を
考
慮
す
れ
ば

早
急
に
対
応
し
改
善
し
た
い

点
だ
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ト
イ
レ
に
お
け
る
洋
式
化

は
も
は
や
日
本
文
化
で
あ
る

シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ
な
ど
の
設

営
も
同
時
に
行
う
べ
き
も
の

と
私
は
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
話
は
少
し
そ
れ
ま

す
が
シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ
は

元
々
、
障
害
者
の
為
に
民
間

の
ト
イ
レ
メ
ー
カ
ー
が
開
発

し
た
製
品
で
あ
り
、
今
や
健

常
者
含
め
海
外
で
は
日
本
文

化
と
し
て
高
い
評
価
を
さ
れ

て
い
る
製
品
と
な
り
ま
し

た
。
洋
式
化
は
５７
％
と
い
う

状
況
の
中
、
ト
イ
レ
は
人
間

の
健
康
管
理
に
直
結
す
る
も

の
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
あ

る
の
で
是
非
更
な
る
改
善
を

促
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

教
科
書
も
無
く
正
解
、
不

正
解
の
判
断
が
難
し
く
そ
し

て
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

の
子
供
た
ち
の
心
と
体
の
成

長
を
促
す
部
活
動
と
い
う
と

て
も
重
要
な
教
育
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
教
育
現
場
に

お
け
る
働
き
方
改
革
に
よ

り
、
教
師
が
部
活
動
に
関
係

す
る
状
況
が
困
難
な
環
境
が

発
生
し
て
お
り
そ
れ
を
補
う

た
め
に
外
部
の
指
導
者
を
招

く
と
い
う
こ
と
は
中
学
校
等

に
お
い
て
は
文
部
科
学
省
が

外
部
指
導
員
に
委
託
す
る
方

針
を
打
ち
立
て
て
い
る
最

中
、
い
ず
れ
は
高
校
に
お
け

る
部
活
動
に
お
い
て
も
全
面

的
に
外
部
委
託
型
に
シ
フ
ト

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
予
測

し
ま
す
。
し
か
し
、
委
託
す

る
財
源
の
こ
と
や
、
指
導
す

る
際
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
境
界
線
を
ど
の
よ
う
に
す

べ
き
か
の
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
大
き
な
課
題
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
歩

一
歩
関
係
す
る
人
た
ち
で
乗

り
越
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
課
題
が
あ
る
と
こ
の

件
は
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

高
等
教
育
に
つ
い
て
先
進

国
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

く
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
子
供
の
力
強
い
歩
み
に
期

待
し
ま
す
。
し
か
し
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
進
学
を
諦
め

た
り
す
る
よ
う
な
社
会
で
あ

る
な
ら
ば
日
本
は
更
に
世
界

か
ら
の
遅
れ
を
と
る
こ
と
は

懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
高
等
教
育
の
無

償
化
等
子
供
た
ち
の
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
や
道
を
自
由
選
択

で
き
る
環
境
整
備
も
、
先
を

生
き
る
我
々
の
責
務
と
も
感

じ
る
と
同
時
に
国
に
働
き
か

け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
人
の
３０
歳
ま
で
の
死
亡

原
因
の
第
一
位
は
自
殺
と
い

う
事
実
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
べ
き
と
考
え
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
現
代
社

会
に
お
け
る
見
え
な
い
戦
争

が
起
き
て
い
る
と
い
う
感
覚

が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
社
会
の
利
便
性
が
向

上
す
る
反
面
、
人
生
を
社
会

と
共
存
し
て
、
し
ぶ
と
く
生

き
抜
く
と
い
う
こ
と
の
力
を

日
ご
ろ
か
ら
心
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
提
唱
し
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
教
授
し
て
い
く

こ
と
の
尊
さ
、「
何
事
も
簡

単
に
諦
め
な
い
心
、
人
生
も

簡
単
に
諦
め
な
い
心
」
そ

ん
な
こ
と
を
大
真
面
目
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
私
は
関
わ

る
保
護
者
や
子
供
た
ち
に
訴

え
続
け
た
い
と
今
後
も
こ
の

活
動
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
色
々
意
見
を
述
べ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
あ
く
ま
で

も
私
の
主
観
で
意
見
を
述
べ

て
い
る
こ
と
故
に
、
ま
た
皆

様
の
様
々
な
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
改
め
て
参

考
に
さ
せ
て
頂
き
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
活
躍
と

繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

調
査
広
報
委
員
長

伊　

福　
　
　

聡

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
感
じ
た
こ
と
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不十分
43％ 十分

５7％
十分
５7％

【設問３】
トイレの洋式化について（１，８０２件）

設置
されて
いない
13%

一部設置
されている
20%

設置されている
67%

設置
されて
いない
10%

設置されている
36%

一部設置されている
54%

（１）普通教室（1,780件） （２）特別教室（1,782件）

【設問４】
プロジェクターの設置状況について

導入されて
いて十分
19%導入されていない

38%

導入されているが不十分
43%

【設問５】

部活動指導員の導入について（１，７６６件）

取り組まれて
いない
14%

取組が進んでいる
32%

取組が不十分
54%

【設問６】

学校のバリアフリー化について（１，７９５件）

整備されていない 5%

一部整備
されている
25%

整備されている
70%

【設問１】
学校の Wifi 環境の整備について（１，７９６件）

【設問２】
教室・施設の冷・暖房設置状況について

設置されていない 4%一部設置されて
いる 6%　

設置されている
90%

設置されている
93%

一部設置されている
5% 設置されていない 2%

（１）普通教室　
・暖房（1,802件）・　冷房（1,806件）

設置されている
54%

一部設置
されている
40%

設置されていない 6% 設置されていない 4%

一部設置
されている
26%

設置されている
70%

（２）特別教室　
・冷房（1,799件）

・暖房（1,798件）

設置されている
9% 一部設置されている

4%

設置されていない
87%

設置されて
いる
18%

設置されていない
70%

一部設置
されている
12%

・冷房（1,796件） ・暖房（1,792件）

（３）体育館　

（12）令和５年４月２５日 全国高Ｐ連会報〈第９６号〉

学校の学習環境についてお尋ねします



作成していない
71%

作成している
29%

【設問１１】

ＰＴＡ広報誌作成における

ガイドライン（注意事項）について（１，７５４件）

コロナ前と
ほぼ同じ活動
23%

活動の見直しを行い
スリム化して活動

77%

【設問７】

現在のＰＴＡ活動について（１，８１１件）

できているが
心配な面がある

23%

できている 77%

【設問８】

個人情報の管理について（１，８０３件）

未加入が10名以上
2%

未加入が
10名未満
11%

全員が加入
87%

【設問９】

ＰＴＡ未加入について（１，７８９件）

とっていない
16%

学校として
同意書をとっている

79%

PTA独自に
同意書を
とっている
5%

【設問１０】

ＰＴＡ広報誌作成における個人情報・

写真等の掲載について（１，７７７件）

200 400 600 800 1000 1200

高等学校等就学支援金・高校生等
奨学給付金の年収基準の緩和

進学先の入学金・授業料補助

給付型奨学金枠増

資格取得支援増額

（回答数）0

69％69％

44％44％

61％61％

65％65％

【設問１２】

期待する国の教育に対する経済支援について

（複数回答可）（１，７１２件）
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大会テーマ　　 「豊かな杜につむぐ虹の光」

～　しなやかな強さで生き抜く力　～

期日 令和５年（２０２３年）８月２４日（木）～２５日（金）

日程 大会第１日　８月２４日（木） 分科会共通

10:00～12:00 教育視察（希望者）

東北大学キャンパスツアー（調整中）と震災遺構見学（名取市）

13:00～ アトラクション（県内高校生による合唱映像上映）

※どの会場も映像上映

13:30～13:50 開会行事

14:00～15:00 基調講演　

15:15～16:30 パネルディスカッション　※第４分科会はフリートーク　

16:30～ 閉会行事

大会第２日　８月２５日（金）　全体会：カメイアリーナ仙台（仙台市体育館）

 9:00～ アトラクション

（「白A」によるプロジェクションマッピング）

 9:30～10:30 開会行事，表彰式

10:40～11:50 記念講演

12:00～12:30 閉会行事

全体会 記念講演　講師　仙台育英学園高等学校　野球部監督　須江　航　氏　（調整中）

会場：カメイアリーナ仙台（仙台市体育館）

第１分科会 「地域教育」コミュニティスクールとグローカルの光

　～　地域教育魅力化の取り組み　～

会場：東京エレクトロンホール宮城（県民会館）

第２分科会 「学校教育」ICTで広がるキャリアデザインの光

　～　多様な挑戦で広がる世界　～

会場：カメイアリーナ仙台（仙台市体育館）

第３分科会 「レジリエンス教育」強く生きるための多様性とコミュニケーションの光

　～　自己肯定感と逆境から立ち上がる力を育む　～

会場：トークネットホール仙台（仙台市民会館）

第４分科会 「講演と情報交換会」with コロナ post コロナにおけるPTAの光

　～　皆さんで語り合おう　～

会場：仙台国際センター

第５分科会 「防災・減災教育」いのちと希望を未来につなぐコミュニティの光

　～　教訓から自助・共助の力を育む　～

会場：仙台サンプラザホール

第６分科会 「主権者教育」シチズンシップ教育が育む新たなデモクラシーの光

　～　現代的諸課題を乗り越える力を育む　～

会場：東北大学　川内萩ホール

第７２回全国高等学校PTA連合会大会２０２３宮城大会
第７２回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会２０２３宮城大会
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参加費 ７，５００円
オンライン参加費　７，０００円
※現地参加校は，オンライン参加費は無料です

オンライン配信内容 全体会 ライブ配信
分科会 令和５年（２０２３年）９月４日（月）から配信予定

申込受付開始予定日 令和５年（２０２３年）５月２２日（月）

申込方法 　２０２３宮城大会ホームページから「web申込ページ」にアクセスし，
IDとパスワードを入力してお申し込みください。IDとパスワードは，
日本旅行から各都道府県市高等学校PTA連合会を経由し，４月末までに
郵送する予定です

参加総数 ６，０００人

各分科会受入予定人数 第１分科会 第２分科会 第３分科会
1,050 人 1,600 人 800 人

第４分科会 第５分科会 第６分科会
450 人 1,400 人 700 人

会場アクセス 公共交通機関をご利用願います

第７２回全国高等学校PTA連合会大会２０２３宮城大会

【分科会・全体会会場詳細】

☆第1分科会：会場「東京エレクトロンホール宮城」

仙台市地下鉄南北線 勾当台公園駅下車

公園２出口 徒歩５分

☆第2分科会・全体会：会場「カメイアリーナ仙台」

仙台市地下鉄南北線 富沢駅下車

徒歩５分

☆第3分科会：会場「トークネットホール仙台」

・仙台市地下鉄南北線 勾当台公園駅下車

公園２出口 徒歩１０分

・仙台市地下鉄東西線 大町西公園駅下車

西１出口 徒歩１０分

☆第4分科会：会場「仙台国際センター」

仙台市地下鉄東西線 国際センター駅下車

東１出口直結 徒歩１分

☆第5分科会： 会場「仙台サンプラザホール」

・JR仙石線 榴ヶ岡駅下車 直結徒歩３分

・仙台市地下鉄東西線 宮城野通駅下車

徒歩１２分

・仙台駅東口徒歩１３分

☆第6分科会： 会場「東北大学 川内萩ホール」

仙台市地下鉄東西線 国際センター駅下車

西１出口 徒歩５分

１３

５４６

２

JR仙石線
仙台～榴ヶ岡駅 直結

所要 約２分

仙台市地下鉄南南北線
仙台～勾当台公園駅

所要 約3分

仙台市地下鉄東西線
仙台～国際ｾﾝﾀｰ駅

所要 約5分

仙台市地下鉄南北線
仙台～富沢
所要 約1５分

JR仙台駅
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令和５年４月１日の

47,549

44,352

22,460

H19年度

H24年度

R１年度

R２年度

87,915
プライベートで外出中、自転車同士の接触事故。
相手方脳挫傷となる、5か月後に死亡させた。

無灯火の自転車で歩道を走行中、後ろから人に追突し転倒させ、脳挫傷により
要介護状態となり、死亡させた。【過去最高支払金額】

自転車走行中、対向の歩行者を見て右に避けたところお相手歩行者も同じ方向
に避け衝突した。
マスコミ報道事案／免責5000円／重複他社損保ジャパン社あり

令和５年４月１日～令和６年４月１日
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